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【研究内容】 
１、蛍光イメージング法による細胞内マグネシウムイオン動態と 
その役割の解明 

２、細胞内情報伝達のメカニズムと生理的役割の解明 
３、細胞内温度計測とその生理的役割の解明 
４、生命現象におけるメゾスコピックな効果の解明 
５、新規イメージング画像解析技術の開発 
 
 
【研究目的】 
「生きものらしさとは何か？」という問いに対して、生物物理学的観点から解明すること 
 
 
【今後の展開】 
１、細胞分裂・細胞分化時における細胞内情報伝達とエネルギー代謝制御に関する研究を行う 
２、パーキンソン病などの神経変性疾患との関わりが深い、マグネシウムイオンの調節メカニズムとその役割に

関する研究を行う 
３、がんや糖尿病の関連が深い、細胞周期の進行におけるマグネシウムイオンの役割に関する研究を行う 
４、蛍光イメージング法を用いた細胞内温度計測を行う 
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【企業との共同研究の実績】	

バイオ関連企業との共同研究にてヒト iPS 細胞由来の神経細胞の機能評価をおこなった。	


